
無断転載・複製を禁ず 編集・発行　公益財団法人中村元東方研究所

東方だより　令和 4 年度後期号（通号第 41 号） 令和 5 年 2 月 14 日発行

1

（
公
財
）
中
村
元
東
方
研
究
所
／
東
方
学
院

東
方
だ
よ
り

　

令
和
4
年
度 

後
期
号
（
通
号 

第
41
号
）

〒 101-0021
東京都千代田区外神田 2-17-2

延寿お茶の水ビル ４階
TEL：03-3251-4081
FAX：03-3251-4082
http://www.toho.or.jp

https://www.toho-gakuin.org

目
　
次

理
事
長
ご
挨
拶			




   

１
頁

評
議
員
・
理
事
ご
紹
介　

	

　
　
　

 

２
・
３
頁

芳
名
録				





   

４
頁

講
師
紹
介
・
研
究
会
員
・
研
究
員
の
声　

５
〜
７
頁

行
事
イ
ベ
ン
ト
報
告
・
今
後
の
行
事　
　

  

８
・
９
頁

新
刊
紹
介			




 

２
・
３
・
４
・
８
頁

事
務
局
通
信				




１
０
頁

明
惠
上
人
の
こ
と
―
そ
の
一

―
理
事
長
ご
挨
拶
に
か
え
て
―

藤
井
教
公 

理
事
長

　

日
本
の
仏
教
者
の
中
で
、
妙
に
心
に
残
る
と
い
う
か
、
気
に
な
る
印
象
を
受
け
る
人
々

が
い
る
。
そ
れ
は
そ
の
仏
教
者
の
到
達
し
た
宗
教
的
精
神
の
高
さ
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た

り
、
純
粋
性
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
そ
の
行
い
の
奇
矯
さ
で
あ
っ
た
り
す
る
が
、
そ
れ

ら
の
原
因
に
よ
っ
て
普
通
の
人
と
は
異
な
る
印
象
を
醸
し
出
し
て
い
る
人
々
で
あ
る
。
筆

者
に
と
っ
て
そ
の
よ
う
な
印
象
深
い
仏
教
者
の
一
人
に
明
惠
上
人
が
い
る
。
今
回
、
彼
に

つ
い
て
感
ず
る
と
こ
ろ
を
二
回
に
分
け
て
記
し
て
み
た
い
。

　

明
惠
上
人
（
１
１
７
３
〜
１
２
３
２
）
は
、
平
安
末
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
有
名

な
仏
教
者
で
あ
る
か
ら
、
彼
を
知
る
人
は
多
い
と
思
う
。
彼
は
伊
勢
平
氏
の
武
士
、
平
重

国
を
父
に
、
紀
伊
国
有
田
の
豪
族
、
湯
浅
氏
の
娘
を
母
に
、
紀
伊
国
有
田
で
生
ま
れ
た
。

ち
な
み
に
、
浄
土
真
宗
を
開
い
た
親
鸞
と
同
年
の
出
生
で
あ
る
。
明
惠
は
後
に
『
摧
邪
輪

（
ざ
い
じ
ゃ
り
ん
）』
を
著
し
て
菩
提
心
の
重
要
性
を
説
き
、
念
仏
往
生
思
想
を
批
判
し
て

親
鸞
と
は
正
反
対
の
思
想
的
立
場
に
立
っ
て
い
る
。

　

明
惠
は
数
え
年
８
歳
で
両
親
を
喪
い
、
翌
年
、
母
方
の
叔
父
、
上
覚
を
頼
っ
て
京
都
高

尾
山
神
護
寺
に
入
っ
た
。
こ
こ
で
『
倶
舎
論
頌
』
や
『
華
厳
五
教
章
』、
悉
檀
な
ど
を
学

び
顕
密
双
修
の
修
行
を
し
、
16
歳
で
上
覚
に
つ
い
て
出
家
し
た
、
こ
の
年
に
東
大
寺
戒
檀

院
で
具
足
戒
を
受
け
る
。
後
に
は
上
覚
の
師
、
神
護
寺
住
持
の
文
覚
に
も
学
ん
で
い
る
。

明
惠
は
引
き
続
き
華
厳
教
学
を
学
び
、
奈
良
の
東
大
寺
に
も
足
か
け
２
年
に
亘
っ
て
住
し

た
が
、
同
寺
に
お
け
る
党
派
間
の
争
い
に
嫌
気
が
さ
し
て
、
俗
縁
を
去
っ
て
山
林
に
交
わ

る
決
意
を
し
た
と
い
う
。
そ
れ
で
23
歳
の
時
、
彼
は
高
雄
を
出
て
紀
州
白
上
（
し
ら
か
み
）

の
峯
に
庵
を
結
ん
だ
。
３
年
後
に
一
旦
、高
雄
に
帰
る
が
、再
び
白
上
に
戻
り
、「
信
」と「
智
」

を
得
る
た
め
に
ひ
た
す
ら
文
殊
師
利
菩
薩
に
祈
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
自
身
の
覚
悟
を
確

認
す
る
た
め
に
右
の
耳
を
自
ら
切
り
落
と
し
た
と
い
う
。
狂
気
の
せ
い
で
な
く
、
仏
道
修

行
へ
の
不
退
転
の
決
意
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
よ
う
な
修
行
の
成
果
と
し

て
彼
は
文
殊
師
利
菩
薩
の
金
色
に
光
り
輝
く
好
相
を
空
中
に
見
て
い
る
。

　

明
惠
は
宗
教
的
感
応
力
に
勝
れ

た
人
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
驚
く
の

は
仏
菩
薩
あ
る
い
は
日
本
の
神
々

と
明
惠
自
身
と
の
距
離
の
近
さ
で

あ
る
。
弟
子
の
喜
海
の
『
明
惠
上

人
神
現
伝
記
』
に
よ
れ
ば
、
明
惠

は
30
歳
の
時
、
白
上
の
峰
か
ら
母

方
の
在
所
に
移
り
、
保
田
庄
星
尾

（
ほ
し
お
）
に
滞
在
し
た
。
そ
の
翌

年
の
正
月
に
、春
日
明
神
が
叔
父
湯
浅
宗
光
の
妻
、橘
氏
に
憑
依
し
た
と
い
う
。
午
の
刻（
昼

こ
ろ
）
に
、
橘
氏
が
神
懸
か
り
状
態
に
な
り
、
新
し
い
筵
を
乞
う
て
鴨
居
に
懸
け
、
忽
ち

そ
の
上
に
昇
っ
て
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。

　
「
我
は
、
こ
れ
春
日
明
神
な
り
、
御
房
西
天
の
修
行
を
思
立
し
め
給
ふ
、
こ
の
事
と
ど

め
奉
ら
ん
が
た
め
に
降
れ
る
な
り
」
と
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、
明
惠
は
弟
子
の
喜
海
ら
と
共
に
イ
ン
ド
の
仏
跡
巡
礼
を
企
て
て
お
り
、

長
安
か
ら
イ
ン
ド
の
王
舎
城
に
至
る
旅
程
の
検
討
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
春
日
明

神
は
こ
の
明
惠
の
イ
ン
ド
行
き
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
る
た
め
に
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
一

度
だ
け
で
は
虚
実
が
知
ら
れ
な
い
と
明
恵
が
善
財
善
知
識
の
図
像
の
前
で
祈
る
と
、
春
日

明
神
は
再
び
橘
氏
を
依
り
代
に
し
て
現
れ
て
、
イ
ン
ド
行
き
を
翻
意
す
る
よ
う
に
促
し
た

の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
二
度
に
亘
る
春
日
明
神
の
託
宣
に
明
惠
は
随
い
、
イ
ン
ド
行
き
を
断
念
し
た
。
春

日
明
神
は
明
惠
に
と
っ
て
特
別
な
神
で
あ
る
。
弟
子
の
高
信
（
こ
う
し
ん
）
が
「
上
人
託

胎
の
時
よ
り
、
殊
に
擁
護
を
致
し
、
遂
に
託
宣
に
及
ぶ
。
種
々
の
契
約
有
り
。
故
に
之
を

勧
請
す
。」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
明
惠
が
「
託
胎
の
時
よ
り
」
擁
護
を
受
け
て
い
た

守
護
神
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
明
惠
に
と
っ
て
は
日
本
の
神
祇
の
一
つ
春
日
明
神
が
、
い

わ
ば
生
ま
れ
つ
い
て
よ
り
極
め
て
身
近
な
存
在
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
は
明
惠
の
仏
教
の
教
学
思
想
に
関
わ
る
観
念
的
な
存
在
と
し
て
あ
る
の
で
は

な
く
、「
託
宣
」
や
「
種
々
の
契
約
」
と
い
う
、
実
際
に
明
惠
自
身
の
意
識
や
行
動
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
具
体
的
な
存
在
と
し
て
あ
っ
た
の
で
あ
る
。（
続
く
）

紙本着色明惠上人像〈高山寺
蔵、国宝〉部分
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評
　
議
　
員  

・  

理
　
事
　
ご
　
紹
　
介

　

評
議
員
就
任
か
ら
今
ま
で

和
田
壽
弘 

評
議
員

　

研
究
所
の
評
議
員
の
お

話
を
い
た
だ
い
た
の
は
、

２
０
１
６
年
春
の
こ
と
で

し
た
。
前
理
事
長
の
前
田

專
學
先
生
よ
り
職
務
内
容

を
伺
っ
て
、
そ
の
重
責
を

と
て
も
果
た
せ
る
と
は
思
え
ず
、
ご
辞
退
す
る
つ
も

り
で
お
電
話
を
差
し
上
げ
ま
し
た
。
先
生
は
逆
に
大

い
に
励
ま
し
て
下
さ
り
、
先
生
の
お
言
葉
に
納
得
し

て
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
同
年
６

月
以
来
、
４
年
任
期
の
２
期
目
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

２
期
目
の
直
前
に
長
年
勤
め
た
大
学
を
定
年
退
職

し
ま
し
た
。
大
学
奉
職
中
に
は
、
文
部
科
学
省
に
提

出
す
る
書
類
の
作
成
や
確
認
を
す
る
職
務
を
一
時
期

担
い
ま
し
た
。
論
文
と
は
異
な
る
文
体
に
翻
弄
さ
れ

た
日
々
も
懐
か
し
い
の
で
す
が
、
退
職
後
は
こ
の
よ

う
な
職
務
に
縛
ら
れ
ず
に
勉
強
し
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
、
再
就
職
は
念
頭
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
研

究
所
の
評
議
員
会
で
は
そ
の
運
営
方
針
な
ど
重
要
な

議
題
も
あ
り
ま
す
が
、
書
類
形
式
の
確
認
な
ど
で
は

か
つ
て
の
経
験
が
役
立
っ
て
い
る
と
思
う
こ
と
も
あ

り
、
貢
献
で
き
る
か
も
と
感
ず
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

研
究
面
で
は
、昨
年
１
月
に
初
の
日
本
語
単
著『
イ

ン
ド
新
論
理
学
派
研
究
序
説
』（
春
秋
社
）
を
上
梓

し
ま
し
た
。
新
論
理
学
派
の
研
究
方
法
や
主
要
な
専

門
術
語
の
機
能
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
通
し
て
、

イ
ン
ド
の
伝
統
的
思
考
の
解
明
を
目
指
し
ま
し
た
。

次
は
、
論
理
学
研
究
と
平
行
し
て
こ
れ
ま
で
従
事
し

て
き
た
こ
の
学
派
の
言
語
論
研
究
の
成
果
を
ま
と
め

て
英
語
で
近
い
う
ち
に
刊
行
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
２
年
程
は
学
派
初
期
の
存
在
論
と
認
識
論

の
両
者
に
関
わ
る
主
題
、
特
に
非
存
在
あ
る
い
は
否

定
の
研
究
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
こ
の
学
派
の

存
在
論
・
認
識
論
や
言
語
論
が
何
ら
か
の
点
で
我
々

の
哲
学
・
思
想
と
接
点
を
持
ち
う
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
期
待
を
込
め
て
、
研
究
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
３
月
よ
り
藤
井
教
公
先
生
が
前
田
專

學
先
生
の
後
を
引
き
継
い
で
理
事
長
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。
新
理
事
長
の
下
、
故
中
村
元
先
生
の
高
邁
な

理
想
を
実
践
に
移
す
べ
く
設
立

さ
れ
た
研
究
所
の
活
動
が
、
コ

ロ
ナ
禍
に
負
け
ず
一
層
発
展
で

き
ま
す
よ
う
願
う
ば
か
り
で

す
。
そ
の
た
め
に
、
微
力
で
は

あ
り
ま
す
が
評
議
員
と
し
て
お

役
に
立
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

わだ　としひろ

1954 年岐阜県大垣市生まれ。名古屋
大学卒業、プーナ大学大学院（インド）
修了。名古屋大学助手・助教授・教授、
この間に同大学大学院文学研究科長・
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イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら

　
 

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
へ

比
良
竜
虎 

理
事

　

今
年
２
０
２
３
年
は

中
村
元
東
方
研
究
所
創

立
50
周
年
、
そ
し
て
昨
年

２
０
２
２
年
は
イ
ン
ド
独

立
75
周
年
、
日
印
国
交
樹

立
70
周
年
に
あ
た
り
ま
し
た
が
、
２
０
２
３
年
４
月

ま
で
様
々
な
記
念
行
事
・
祝
祭
が
予
定
さ
れ
て
い
る

中
、
長
ら
く
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
っ
て
途
絶
え
て
い

た
、
日
印
双
方
の
識
者
、
研
究
者
、
霊
性
探
求
者
が

相
互
に
渡
航
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
大
き
な

喜
び
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

一
方
、
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
で
、
遠
隔
に

あ
っ
て
も
Ｉ
Ｔ
リ
モ
ー
ト
で
様
々
な
会
議
、
法
要
、

式
典
な
ど
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
の〝
イ
ン
ナ
ー
ネ
ッ
ト
〟（
ハ
ー
ト
の
結
び
つ
き
）

を
い
か
に
構
築
し
て
い
く
か
も
大
き
な
課
題
で
す
。

　

ま
さ
に
、
現
代
は
、
人
々
の
意
識
や
価
値
観
が
大

き
く
変
化
す
る
時
期
で
あ
り
、
政
治
、
経
済
、
教
育

な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、
そ
の
変
容
が
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
く
過
程
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
大
い
な

る
社
会
変
革
に
お
い
て
中
村
元
先
生
の
提
唱
さ
れ
て

い
た
サ
ナ
タ
ナ
ダ
ル
マ
（
永
遠
な
る
真
理
）
こ
そ
が
、
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所有・経営。社員数４,８４９人、全国６３ホテルチェーン中８位、グループ売

上高７５０億円。年間利用者客数 1,370 万人。皇族、Ｇ８沖縄サミット首脳、

国内外の国賓滞在実績あり。国土交通省、観光庁、及びインド観光省の有

識者として日印観光交流増進、また共同事業として鉄道、空港、公共交通

施設のインフラ整備を通して、観光業の発展に務める。 

 

主要な施設として①沖縄県最大規模８２６室の“リザンシーパークホテル” 

②ＪＲ神戸駅前大型複合施設“ハーバーランドセンタービル” ③広大な大

自然に囲まれた音楽とスポーツの聖地 “つま恋ファミリーリゾート” （静岡

県）の所有と経営に務める。 

 

１９７０年（昭和４５年）、ニッポンレンタカー株式会社の石川浩三氏と「サンルートホテルシステム」に

共同出資。１９８９年（平成元年）、「株式会社東北サンルート」社長就任。２０００年（平成１２年）、「サ

ンルート」は統合され、持ち株を JTB に譲渡。 

 

公益社団法人在日インド商工協会 会長、公益財団法人日印協会 理事をはじめ、複数の経済・文

化団体 理事。日印親善交流促進のため、奨学金・要人の来日受け入れ・手配、文化・経済活動を目

的とした「サイヒラインド財団」 理事長。 沖縄県、和歌山県、兵庫県、島根県、鳥取県、三重県、富

山県、神奈川県の各県とインドの各州との地域外交の一環として相互交流協定締結、及び各地にお

いて地元名士によるインド協会設立に尽力。 

 

１９７８年（昭和５３年）より多数のインド哲学の著書を翻訳・出版。 

 

２０１０年（平成２２年）１月 インド国大統領より叙勲、PBS（パラヴァシィ・バーラティア・サマン）勲章を

受章。 

 

２０２２年（令和４年）3 月 インド共和国の民間功労者に叙勲される最高位勲章〝パドマ・シュリ

勲章〟を綬章。 

 

２０２２年（令和４年）6 月 陸運及び観光関係内閣府沖縄総合事務局長賞を受賞 

 

※２０２２年３月 千葉県 三日月ｼｰﾊﾟｰｸﾎﾃﾙ勝浦 三日月ｼｰﾊﾟｰｸﾎﾃﾙ安房鴨川 新規開業 

そ
の
羅
針
盤
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

グ
ル
の
家
に
住
み
込
ん
で
、
そ
の
人
格
か
ら
学
ぶ

と
い
う
イ
ン
ド
の
グ
ル
ク
ラ
の
よ
う
な
精
神
的
環
境

と
、
あ
ら
ゆ
る
垣
根
を
超
え
て
霊
性
の
探
求
者
の
誰

も
が
学
ぶ
こ
と
の
出
来
る
日
本
で
の
現
代
の
寺
子
屋

の
精
神
を
併
せ
持
っ
た
、
こ
の
中
村
元
東
方
研
究
所

の
役
割
は
、
現
代
の
多
く
の
人
々
へ
の
イ
ン
ス
ピ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
源
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
今
に
あ
っ
て

こ
そ
甚
大
で
あ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

中
村
元
先
生
に
お
会
い
し
た
時
を
回
想
す
る
と
、

中
村
先
生
の
お
人
柄
、
そ
の
生
き
方
は
と
て
も
敬
虔

で
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
に
教
え
が
満
ち
て
い
る
と

実
感
致
し
ま
し
た
。

　

制
度
や
枠
組
み
を
変
え
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
あ

る
一
方
、
人
の
心
の
変
容
に
よ
っ
て
、
社
会
も
ま
た

自
ず
と
変
容
し
て
い
く
の
だ
、
と
教
え
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
よ
う
で
し
た
。

心
に
正
義
が
あ
れ
ば　

人
格
に
美
し
さ
が
現
れ

人
格
に
美
し
さ
が
あ
れ
ば
、
家
庭
に
調
和
が
生
ま
れ

る家
庭
に
調
和
が
あ
れ
ば
、

国
家
に
秩
序
が
生
ま
れ

国
家
に
秩
序
が
あ
れ
ば
、

世
界
に
平
和
が
生
ま
れ

る
。

（
聖
者
サ
テ
ィ
ヤ
サ
イ
バ

バ
様
の
ご
高
話
よ
り
）

ひら　りゅうこ

1948 年インド生まれ（1976 年日本国帰
化）。HMI ホテルグループ代表取締役社
長として 28 都道府県において 62 軒のホ
テルを所有・経営する一方、多数のイン
ド哲学の著書を翻訳・出版。公益社団法
人在日インド商工協会会長、公益財団法
人日印協会理事等を歴任。2022 年、イ
ンド共和国の民間功労者に叙勲される最
高位勲章〝パドマ・シュリ 勲章〟を綬章。

新　　刊　　案　　内　

浅野孝雄著『〈改訂版〉心の発見 ―ブッダの世界観―	
			   　五薀・十二縁起の脳科学的解釈』
2014 年、前著「心の発見」刊行後、著者は NHK・E テレ「心の時代」での対談、日本脳神
経学会、日本インド仏教学会等など十指に余る学術講演に招聘された。現代日本人が「心」
に高い関心を抱いていることの証左である。改訂に当たっては新たな学びも盛り込んだ。
序論、第１部　現代脳科学とフリーマンの意識理論、第２部　情動神経科学、第３部　古
代インドにおける世界観、第４部　ブッダの教説、第５部　ブッダの世界観

単行本：375 頁　　　　　　　　　　　　　ISBN-13： 978-4-7828-0181-9
出版社：産業図書　　　　　　　　　　　　言語：日本語
発売日：2022 年 5 月 14 日　　　　　　　  定価：本体 4,400 円（税込）



無断転載・複製を禁ず 編集・発行　公益財団法人中村元東方研究所

東方だより　令和 4 年度後期号（通号第 41 号） 令和 5 年 2 月 14 日発行

4

新　　刊　　案　　内　

　
　
　
　
　

令
和
４
年
度
芳
名
録
　（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

本
年
度
も
多
く
の
皆
様
に
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
ご
芳
名
を
記
し
ま
す
。

※
令
和
５
年
１
月
20
日
受
領
分
ま
で
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

維
持
会
員

一
心
寺　

石
上
和
敬　

宇
杉
真　

小
笠
原
勝
治　

川
崎
寿
子　

川
崎
大
師
平
間
寺　

来
馬
明
規　

高
応
寺
（
三
友
健
容
）　

公
益
財
団
法
人
克

念
社　

宗
教
法
人
西
来
寺　

株
式
会
社
山
陰
中
央
新
報
社　

史
跡
足
利
学
校
事
務
所　

清
水
谷
善
圭　

釈
悟
震　

株
式
会
社
春
秋
社　

淳
心

会
（
日
野
紹
運
）　

末
廣
照
純　

浅
草
寺　

高
尾
山
薬
王
院　

髙
橋
堯
英　

高
松
孝
行　

多
田
孝
文　

中
央
学
術
研
究
所　

ト
ヨ
タ
自
動
車

株
式
会
社　

中
田
直
道　

成
田
山
新
勝
寺　

念
法
眞
教
金
剛
寺
（
桶
屋
良
祐
）　

藤
井
教
公　

公
益
財
団
法
人
仏
教
伝
道
協
会　

法
恩
寺
（
藤

原
浄
峰
）　

法
清
寺
（
奈
良
修
一
）　

前
田
專
學　

前
田
式
子　

松
久
保
秀
胤　

三
木
純
子　

水
野
善
文　

学
校
法
人
武
蔵
野
大
学　

吉
田
宏

晢　

渡
邊
信
之　

渡
邊
隆
生

賛
助
会
員

秋
葉
佳
伸　

阿
部
敦
子　

粟
野
芳
夫　

飯
髙
淑
子　

石
井
勝
彦　

石
井
敏
明　

井
上
和
子　

今
西
順
吉　

入
井
善
樹　

石
上
智
康　

臼
井
ふ

じ
子　

遠
藤
康　

大
井
玄　

太
田
正
孝　

大
谷
光
真　

小
笠
原
隆
元　

岡
田
真
水　

岡
田
行
弘　

緒
方
康
信　

桂
紹
隆　

加
藤
み
ち
子　

菅

野
博
史　

岸
實
瑩　

北
村
彰
宏　

木
村
清
孝　

三
石
造
形
芸
術
院　

倉
田
治
夫　

黒
川
文
子　

黒
田
大
雲　

小
林
和
子　

小
林
正
和　

小
林

守　

小
峰
啓
誉　

古
村
け
さ
じ　

斎
藤
明　

斉
之
平
伸
一　

佐
久
間
留
理
子　

櫻
井
瑞
彦　

櫻
井
隆
広　

桜
井
俊
彦　

佐
藤
行
教　

慈
光
院

（
戸
田
忠
）　

真
観
寺
（
中
村
重
継
）　

末
木
文
美
士　

須
佐
知
行　

鈴
木
一
馨　

鈴
木
忠
一　

鈴
木
勇
介　

関
戸
尭
海　

高
橋
審
也　

田
上

太
秀　

武
田
浩
学　

立
花
ひ
ろ
子　

田
中
勝
洋　

田
中
ケ
ネ
ス　

田
丸
淑
子　

千
葉
よ
し
子　

鶴
谷
志
磨
子　

天
寧
寺
（
永
江
雅
邦
）　

當

間
哲
也　

公
益
財
団
法
人
東
洋
哲
学
研
究
所　

一
般
財
団
法
人
徳
育
経
営
研
究
所　

戸
田
裕
久　

鳥
山
玲　

中
谷
信
一　

長
野
市
南
長
野
仏

教
会　

中
村
行
明　

中
村
久
夫　

西
内
之
朗　

西
尾
秀
生　

西
岡
祖
秀　

西
川
髙
史　

西
宮
寛　

日
本
ヨ
ー
ガ
禅
道
院　

長
谷
川
恵
子　

長

谷
川
善
永　

畠
中
光
享　

花
岡
秀
哉　

馬
場
孝
至　

羽
矢
辰
夫　

浄
土
真
宗
東
本
願
寺
派
本
山
東
本
願
寺(

大
谷
光
見)　

引
田
弘
道　

一
月

正
人　

平
井
恭
子　

笛
木
敬
代　

福
重
利
夫　

福
留
順
子　

福
原
正
直　

藤
井
知
興　

藤
田
宏
達　

宗
教
法
人
法
雲
寺
（
水
谷
浩
志
）　

寳

幢
院
（
原
隆
政
）　

保
坂
俊
司　

堀
江
順
司　

堀
越
教
之　

松
浦
和
也　

松
本
知
巳　

三
木
保　

水
谷
俊
一　

宗
教
法
人
密
蔵
院
（
山
口
正
純
）　

三
友
量
順　

宮
元
啓
一　

森
祖
道　

宗
教
法
人
薬
師
院
（
松
原
光
法
）　

矢
島
浩
志　

矢
島
道
彦　

山
口
泰
司　

桂
徳
院
（
山
本
文
渓
）　

由

木
義
文　

好
井
瑞
皖　

渡
邊
寳
陽　

和
田
壽
弘

ご
寄
付

岡
村
光
展　

釈
悟
震　

株
式
会
社
山
陰
中
央
新
報
社　

株
式
会
社
春
秋
社　

田
辺
和
子　

長
谷
川
善
永　

比
良
竜
虎　

公
益
財
団
法
人
仏
教

伝
道
協
会　

松
久
保
秀
胤　

松
本
照
敬　

御
園
生
妙
子　

三
友
健
容　

吉
田
宏
晢

東
方
学
院
大
阪
後
援
会

総
本
山
四
天
王
寺　

加
藤
公
俊　

奥
田
聖
應　

森
田
俊
朗　

瀧
藤
尊
淳　

健
代
和
央　

南
谷
恵
敬　

塚
原
昭
應　

宮
﨑
光
映　

吉
田
明
良　

廣
瀬
善
重　

坂
本
峰
德　

森
田
惇
朗　

瀧
藤
康
教　

山
岡
武
明　

加
藤
公
啓　

新
井
順
證　

今
宮
戎
神
社　

律
宗
総
本
山
唐
招
提
寺　

念
法

眞
教　

学
校
法
人
清
風
学
園　

平
岡
英
信　

古
泉
圓
順　

大
神
神
社　

宗
教
法
人
東
大
寺　

四
天
王
寺
大
学

東
方
学
院
創
立
50
周
年
記
念
事
業
ご
寄
付

石
上
善
應　

石
上
源
應　

龍
口
明
生　

佐
藤
恭
子

草野顕之著『親鸞伝の史実と伝承』
何が史実で、何が伝承なのか ? 人々は親鸞のどのような姿を後世に伝えようとしたのか。
親鸞の史実と伝承をめぐる問題について、伝承を史実に照らし合わせることを通して、現
代に残るさまざまな親鸞伝の諸相を明らかにする。
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東
方
学
院
　
　
講
師
ご
紹
介

の
参
究
者
の
間
で
こ
の
書
の
存
在
が

屡
々
語
ら
れ
、
そ
れ
を
読
み
学
ぶ
こ
と

の
意
義
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
漸
く

手
に
取
っ
て
見
る
機
会
を
持
っ
た
の
で

あ
る
。
唯
識
学
習
の
入
門
的
指
南
書
と

し
て
類
書
の
中
で
も
特
出
し
て
良
遍

『
観
心
覚
夢
鈔
』
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

こ
の
書
は
可
成
学
習
が
進
ん
で
一
応
の

見
識
を
持
つ
に
至
っ
た
者
に
し
て
始
め

て
堂
奥
に
入
る
こ
と
が
出
来
る
程
の
書

で
あ
る
。
対
し
て
『
百
法
問
答
鈔
』
は

初
学
の
者
で
あ
っ
て
も
直
ち
に
読
ん
で

行
く
こ
と
が
可
能
な
程
の
平
易
簡
明
な

叙
述
に
成
っ
て
い
る
。
し
か
も
理
論
の

展
示
が
単
な
る
理
論
の
そ
れ
に
終
る
の

で
は
な
く
、
そ
れ
の
細
部
の
了
解
が
独

自
で
具
体
的
で
親
切
で
あ
る
。
７
、８

世
紀
中
国
の
秀
逸
に
学
ん
だ
日
本
の
唯

識
学
が
、
こ
の
時
代
ま
で
に
到
達
し
得

た
高
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。
そ
し
て
日
本

の
唯
識
学
の

素
晴
し
さ
が

鮮
や
か
に
自

覚
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

小
日
向
英
俊 

講
師

（
東
京
本
校
）

 

イ
ン
ド
音
楽
世
界
と
の
出
会
い

　

初
め
て

の
「
イ
ン

ド
音
楽
」

実
体
験
は

１
９
７
０
年
代
に
友
人
と
行
っ
た
ラ

ヴ
ィ
・
シ
ャ
ン
カ
ル
来
日
シ
タ
ー
ル
演

奏
会
で
し
た
。
イ
ン
ド
香
に
包
ま
れ
た

幻
想
的
世
界
が
、
目
の
前
に
拡
が
り
ま

し
た
。
す
で
に
カ
ウ
ン
タ
ー
・
カ
ル

チ
ャ
ー
運
動
や
、
シ
タ
ー
ル
を
使
っ
た

ザ
・
ビ
ー
ト
ル
ズ
な
ど
の
活
動
を
通
じ

て
、
世
の
中
で
は
イ
ン
ド
音
楽
へ
の
関

心
は
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
そ
の

と
き
ま
で
の
私
は
、
イ
ン
ド
に
音
楽
が

あ
る
こ
と
も
想
像
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
学
で
音
楽
学
を
始
め
た
テ
ー
マ
も
、

バ
ロ
ッ
ク
音
楽
で
し
た
か
ら
。

　

し
か
し
大
学
で
受
け
た
講
義
や
、
そ

の
後
の
現
代
音
楽
や
ジ
ャ
ズ
へ
の
関
心

や
演
奏
を
通
じ
て
、
イ
ン
ド
音
楽
へ
の

道
が
開
け
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、
即
興

性
が
共
通
要
素
で
す
。
楽
譜
な
し
に
師

匠
の
音
を
聴
い
て
学
習
し
、
即
興
的
に

音
楽
を
作
り
出
す
世
界
は
新
鮮
で
、
自

分
で
も
や
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
国
内
で
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
音
楽
家
に

レ
ッ
ス
ン
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
も
幸
い

で
し
た
。
そ
の
後
、
40
年
近
く
演
奏
す

る
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
思
っ
て
も
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

イ
ン
ド
音
楽
で
卒
論
を
書
い
た
後

に
、
イ
ン
ド
の
大
学
院
で
イ
ン
ド
音
楽

の
歴
史
研
究
を
し
な
が
ら
シ
タ
ー
ル
を

続
け
ま
し
た
。
５
年
間
の
バ
ナ
ー
ラ
ス

滞
在
期
間
は
、
イ
ン
ド
人
の
音
楽
世
界

に
関
す
る
長
期
の
参
与
観
察
と
な
り
ま

し
た
。

　

イ
ン
ド
音
楽
に
は
ラ
ー
ガ
（
旋
律
）

が
多
数
存
在
し
ま
す
。
地
方
の
さ
ま
ざ

ま
な
音
楽
や
、
規
範
に
照
ら
せ
ば
誤
っ

た
も
の
す
ら
取
り
込
み
、
創
造
性
に
変

換
し
て
き
た
結
果
で
は
と
思
い
ま
す
。

ま
さ
に
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
多
神
教
世

界
で
す
。
是
非

ご
い
っ
し
ょ
に
、

イ
ン
ド
音
楽
世

界
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

奥
住 

毅 

講
師（

東
京
本
校
）

『
百
法
問
答
鈔
』
の
学
び

　

最
近
『
百
法

問
答
鈔
』
を
読

ん
で
い
る
。
古

来
日
本
唯
識
学

の
入
門
書
と
し

て
知
ら
れ
た
書
で
あ
る
。
著
者
は
不
明

で
あ
る
が
12
世
紀
菩
提
院
蔵
俊
で
は
な

い
か
と
の
説
が
あ
る
（『
百
法
問
答
鈔
』

序
文
書
き
入
れ
、
深
浦
正
文
『
唯
識
学

研
究
・
上
巻
』）。
そ
う
で
あ
れ
ば
平
安

時
代
末
期
の
成
立
で
あ
る
。
江
戸
時
代

17
世
紀
の
聞
証
は
、
こ
の
書
の
入
門
書

と
し
て
の
絶
大
の
価
値
を
認
め
つ
つ
も

叙
述
の
過
誤
に
着
目
し
、
そ
れ
の
訂
正

の
た
め
に
『
略
述
法
相
義
』
を
著
し
、

ま
た
註
釈
書
『
百
法
問
答
鈔
私
考
』
を

著
作
し
た
。
入
門
書
と
し
て
の
声
価
は

高
く
て
、
明
治
に
な
っ
て
か
ら
も
大
内

青
巒
や
豊
満
春
洞
に
よ
り
新
刊
が
刊
行

さ
れ
て
い
る
。

　

私
が
今
か
ら
半
世
紀
以
上
前
に
唯
識

の
学
び
に
細
々
と
志
し
た
当
時
、
同
行

おくずみ　たけき

1938年千葉県生まれ。東京大学
大学院人文科学研究科印度哲学
専門課程満期退学。1982 年より
東方学院で中論および成唯識論
の講義を担当。著書『増補改訂・
中論註釈書の研究』（2014 年）、

『チャンドラキールティ『入中論』
および自註（和訳）』（2019 年）等。

こびなた　ひでとし

1980 年国立音楽大学楽理
科卒、1987 年インド国立
バ ナ ー ラ ス・ ヒ ン ド ゥ ー
大 学 大 学 院 修 了（M.Phil. 
[Musicology]）。現在、東京
音 楽 大 学 客 員 教 授（ 音 楽
学）。シタール演奏家。
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廣
野
良
和
さ
ん

（
東
京
本
校
）

　

東
洋
に
西
洋
論
理
と
違
う
論
理
が
あ
る
の
か
と
の

興
味
で
林
慶
仁
先
生
の
「
仏
教
論
理
学
入
門
」
を
受

講
し
初
め
て
仏
教
論
理
学
に
接
し
、
そ
の
世
界
を
興

味
深
く
垣
間
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

理
解
に
は
遠
い
も
の
の
、
論
理
自
体
は
対
象
化
で

き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
違
い
を
問
う
こ
と
は
無

意
味
で
あ
り
、
違
い
は
言
語
ゲ
ー
ム
な
ら
ぬ
論
理
ゲ

ー
ム
の
運
用
の
違
い
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
次
第
で

す
。

　

さ
ら
に
仏
教
へ
科
学
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
手
法

へ
の
興
味
か
ら
、
浅
野
孝
雄
先
生
の
「
現
代
脳
科
学

と
仏
教
心
理
学
」
を
受
講
し
て
お
り
ま
す
。

　

十
二
縁
起
を
最
新
脳
科
学
と
意
識
理
論
か
ら
説
明

す
る
独
自
の
ア
イ
デ
ア
は
革
新
的
で
し
た
。

　

先
生
の
手
法
を
踏
ま
え
、
自
然
科
学
と
人
文
科
学

（
そ
し
て
宗
教
へ
）
と
を
橋
渡
し
す
る
プ
ロ
ト
コ
ル

が
発
達
す
れ
ば
（
圏
論
は
興
味
深
い
）、
よ
り
学
際

的
な
議
論
が
活
発
に
な
る
と
想
像
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
哲
学
や
科
学
と
宗
教
は
や
は
り
決
定
的
な

違
い
が
あ
り
、
仏
陀
の
無
記
に
仏
教
の
大
き
な
意
味

が
あ
る
と
も
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を
「
わ
か
ら

な
い
」
と
答
え
た
ら
哲
学
や

科
学
の
側
に
立
つ
こ
と
に
な

っ
た
だ
ろ
う
と
。

　

そ
ん
な
ふ
う
に
東
方
学
院

に
通
い
、
刺
激
を
い
た
だ
い

て
い
る
日
々
で
す
。

鶴
田
佐
知
子
さ
ん

（
東
京
本
校
）

　
〝
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
、
以
前
に
も

質
問
し
た
と
思
う
の
で
す
が
…
〟
語

学
、
美
術
、
宗
教
と
、
興
味
の
赴
く

ま
ま
に
様
々
な
授
業
を
受
講
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
が
、
先
生
方
に
は
質
問
に
毎
回
丁
寧
に
お
答
え
頂

き
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。
本
当
な
ら
、
こ
れ
か
ら

と
い
う
若
者
た
ち
が
先
生
方
の
教
え
を
受
け
触
発
さ

れ
て
次
世
代
の
研
究
へ
繋
が
る
べ
き
と
こ
ろ
で
す

が
、
現
代
社
会
で
は
難
し
く
、
で
も
、
お
陰
様
で
私

た
ち
リ
タ
イ
ア
世
代
も
勉
強
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ

幸
せ
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
で
は
、
有
り
余

る
時
間
の
中
、
原
始
仏
教
訳
本
を
開
い
た
り
、
自
分

の
一
生
の
中
で
手
に
取
る
こ
と
が
あ
る
と
は
思
え
な

か
っ
た
本
を
読
ん
だ
り
も
し
て
、
全
て
素
人
に
も
丁

寧
に
分
か
り
易
く
お
教
え
下
さ
る
先
生
方
の
お
か
げ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
又
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
シ

ニ
ア
の
多
い
東
方
学
院
で
は
無
理
で
は
？
と
思
い
ま

し
た
が
、
お
休
み
さ
れ
る
方
も
お
い
で
の
一
方
で
新

し
く
遠
方
か
ら
参
加
の
方
も
い
ら
し
て
驚
き
ま
し

た
。
人
が
、
動
物
で
あ
り
な
が
ら
も
同
時
に
思
考
し

追
求
し
努
力
す
る
特
別
の
生
物
で
あ
る
こ
と
を
感
じ

な
が
ら
、
学
問
は
全
て
の
人
に
開
か
れ
て
い
る
と
い

う
中
村
元
先
生
の
お
言
葉
と

真
摯
な
生
き
ざ
ま
が
、
し
っ

か
り
と
根
づ
き
、
継
が
れ
て

い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

清
水
徹
朗
さ
ん

（
東
京
本
校
）

　
　

イ
ン
ド
と
西
洋
の
思
想
交
流

　

私
は
日
本
の
歴
史
、
思
想
、
文
化
、
道
徳
（
倫
理
）

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
仏
教
と
は
何
な
の
か

を
知
り
た
い
と
思
い
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
本
を
読
み

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
講
座
も
受
講
し
て
み
た
の

で
す
が
、
十
分
な
理
解
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
定
年
退
職
を
機
に
２
年
前
か
ら
東
方
学
院

に
通
い
、
仏
教
入
門
や
仏
教
論
理
学
、
仏
教
心
理
学
、

中
論
、法
華
経
な
ど
の
講
座
を
受
講
し
て
き
ま
し
た
。

　

私
は
学
生
時
代
か
ら
宇
宙
、
生
命
、
人
間
、
社
会
、

歴
史
、
真
理
に
つ
い
て
論
じ
た
西
洋
哲
学
の
本
を
数

多
く
読
ん
で
き
た
の
で
す
が
、
仏
教
や
イ
ン
ド
哲
学

が
古
代
か
ら
西
洋
哲
学
と
共
通
の
問
題
を
深
く
探
求

し
て
き
た
こ
と
を
知
り
驚
き
ま
し
た
。
人
類
は
異
な

る
地
域
で
同
じ
問
題
に
別
々
に
た
ど
り
つ
い
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
西
洋
（
中
東
・
ギ
リ
シ
ャ
）
と

イ
ン
ド
は
古
代
か
ら
相
互
に
影
響
し
合
っ
た
可
能
性

が
高
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
ド
哲
学
や
仏
教
が
欧
州
の
哲
学
者
に

与
え
た
影
響
も
重
要
で
あ
り
、
こ
の
問
題
は
中
村

元
先
生
が
生
涯
追
及
し
た

テ
ー
マ
で
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
仏
教
思
想
を
本
格
的

に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
東

方
学
院
は
貴
重
な
存
在
で

あ
り
、
今
後
の
さ
ら
な
る

発
展
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

研究会員の声
東方学院

モヘンジョダロにて。後ろに
見えるのはインダス文明の遺
跡の上に後に造った仏塔の跡
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研
究
員
の
声

石
川
巌 

専
任
研
究
員

学
問
的
驚
き
の
表
出
に

向
け
て
の
抱
負

　

50
も
半
ば
に
至
っ
た
せ
い
で
し
ょ
う

か
、
最
近
、
一
人
で
ぼ
ん
や
り
と
す
る

よ
う
な
お
り
、
過
去
を
回
想
し
て
し
ま

う
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し

た
中
、
自
分
の
研
究
の
原
動
力
と
い
う

の
は
〝
驚
き
〟
で
あ
っ
た
と
思
い
至
り

ま
し
た
。
現
代
日
本
人
の
私
が
チ
ベ
ッ

ト
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
で
出
く
わ
す
こ

と
は
驚
き
と
か
衝
撃
ば
か
り
で
し
た
。

そ
れ
ら
を
他
の
人
に
伝
え
た
い
と
思

い
、
研
究
論
文
の
形
で
何
事
か
の
成
果

と
し
て
提
出
し
て
き
た
わ
け
で
す
。
し

か
し
、
研
究
と
し
て
で
は
伝
え
が
た
い

驚
き
も
あ
り
ま
す
。
私
は
古
代
チ
ベ
ッ

ト
の
専
門
家
で
す
の
で
、
そ
れ
以
外
の

こ
と
を
研
究
と
し
て
書
こ
う
と
す
る
の

は
冒
険
、
も
し
く
は
不
可
能
と
な
る
か

ら
で
す
。
自
分
の
心
に
蔵
し
続
け
て
き

た
驚
き
は
少
な
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
そ
れ

ら
を
ど
こ
に

も
表
出
し
な

い
と
い
う
の

は
も
っ
た
い

な
い
よ
う
に
思
え
て
き
ま
し
た
。

　

20
年
以
上
も
前
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
が
、我
が
研
究
所
の
機
関
紙
『
東
方
』

15
号
は
中
村
元
追
悼
号
で
し
た
。
中
村

先
生
の
全
論
著
の
目
録
が
掲
載
さ
れ
た

の
で
す
が
、
そ
の
お
び
た
だ
し
い
論
著

点
数
に
は
驚
か
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

論
著
の
種
類
も
か
な
り
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ

ー
に
富
ん
で
お
り
ま
し
て
、
大
分
な
研

究
書
か
ら
小
エ
ッ
セ
イ
の
類
ま
で
様
々

で
あ
り
ま
し
た
。
中
村
先
生
は
と
に
か

く
書
き
残
し
て
お
く
こ
と
を
重
視
な
さ

っ
た
の
が
わ
か
り
ま
す
。
お
そ
ら
く
、

意
義
が
あ
る
と
感
じ
た
も
の
に
出
会
っ

た
な
ら
ば
、
即
書
く
と
い
う
姿
勢
で
い

ら
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私

が
今
取
る
べ
き
は
そ
の
よ
う
な
姿
勢
で

あ
り
、
今
ま
で
や
っ
て
き
た
専
門
的
な

研
究
は
そ
れ
と
し
て
継
続
し
つ
つ
も
、

冒
険
的
な
研
究
に
挑
む
な
り
、
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
・
エ
ッ
セ

イ
を
も
書
く
な
り
し

て
、
人
に
知
ら
せ
る

べ
き
驚
き
を
表
出
し

て
い
こ
う
と
、
こ
の

新
年
は
考
え
て
お
り

ま
す
。

いしかわ　いわお

1968 年宮城県生まれ。中央大学大学院
単位取得退学後、東方研究会（現中村元
東方研究所）専任研究員。近著として『性
愛と暴力の神話学』晶文社（共著）がある。

有
賀
弘
紀 

専
任
研
究
員

　

研
究
の
拠
点
と
し
て

　

初
め
て
研
究
員
に
な
っ
て
か
ら
27
年

に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
途
中
、
所

属
の
変
更
や
研
究
員
に
関
す
る
名
称
変

更
等
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ず
っ
と
研
究

活
動
の
拠
点
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
的
な
研
究
機
関

に
は
な
い
学
院
が
設
置
さ
れ
て
い
て
、

平
成
16
年
よ
り
講
義
を
一
コ
マ
乃
至
二

コ
マ
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

思
え
ば
、
東
方
学
院
で
は
い
ろ
い
ろ

な
学
術
上
の
刺
激
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
講
義
を
受
講
さ
れ
る
方
々
は
「
研

究
会
員
」
で
あ
る
と
い
う
創
立
者
中
村

元
先
生
の
意
図
ど
お
り
、
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
語
と
古
代
ギ
リ
シ
ャ
語
の
接
触
に

関
す
る
持
論
を
ご
披
露
い
た
だ
い
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ゲ
ー
テ

の
『
西
東
詩
集
』
や
ケ
ン
ペ
ル
な
ど
と

の
関
連
に
つ
い
て
の
見
解
を
い
た
だ
い

た
り
、
理
系

論
文
の
翻
訳

語
の
問
題
を

紹
介
し
て
い

た
だ
い
た
り

等
々
、
他
で
は
得
難
い
知
見
や
視
点
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
詩
を

講
読
し
て
い
ま
す
。
何
年
も
か
け
て
読

み
進
め
て
き
た
作
品
で
す
が
、
今
年
度

は
か
な
り
丁
寧
に
注
釈
に
目
を
向
け
読

む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
注
釈
家
の
ち

ょ
っ
と
強
引
で
は
と
思
う
よ
う
な
解
釈

―
も
っ
と
も
、
そ
れ
は
こ
う
い
う
こ
と

な
の
だ
、
と
い
っ
て
い
る
に
相
違
な
い

の
で
す
が
―
に
、
文
法
学
的
な
議
論
に

接
し
始
め
た
こ
ろ
先
輩
方
か
ら
聞
い
た

「
理
の
虚
構
性
」
や
「
叙
述
的
」
と
い

っ
た
言
葉
が
思
い
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
広
い
分
野
で
や
り
た
い
こ
と
が
出

て
く
る
な
ど
、
新
た
な
刺
激
を
受
け
て

い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
出

現
か
ら
３
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
創
立

当
初
か
ら
尊

重
さ
れ
て
き

た
学
際
性
豊

か
な
場
と
し

て
た
く
さ
ん

の
交
流
が
で

き
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま

す
。

あるが　こうき

1963 年山梨県生まれ。東京大学大学院人文
社会系研究科博士課程単位取得満期退学。日
本学術振興会特別研究員を経て東方研究会専
任研究員となり現在にいたる。専門はインド
哲学。論文として「ヨーガ学派の思想構造形
成の背景と共生」『インド的共生思想の総合
的研究―思想構造とその変容を巡って―』平
成 26 ～ 29 年科研報告書所収など。
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『
大
日
経
』
と
の
比
較
対
照
を
基
盤
と

す
る
も
の
で
、『
大
日
経
』
に
関
す
る

精
緻
な
研
究
か
ら
、
更
に
弘
法
大
師
思

想
の
形
成
を
研
究
し
て
成
果
を
挙
げ
、

真
言
教
学
の
確
立
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
中
村
元
博
士
が
「
一
番

槍
」と
な
っ
て
そ
の
設
立
に
尽
力
さ
れ
、

初
代
会
長
と
な
っ
て
そ
の
後
の
発
展
に

意
を
注
が
れ
た
「
比
較
思
想
学
会
」
の

会
長
を
二
期
に
亘
っ
て
勤
め
ら
れ
た
こ

と
も
、
中
村
元
東
方
学
術
特
別
顕
彰
に

相
応
し
い
も
の
と
し
て
授
賞
の
理
由
と

な
り
ま
し
た
。

　

藤
井
教
公
理
事
長
よ
り
、「
中
村
元

東
方
学
術
賞
」、H

.E. Sanjay Kum
ar 

Verm
a

駐
日
イ

ン
ド
国
特
命
全

権
大
使
よ
り
、

「
功
績
証
明
書
」

が
授
与
さ
れ
、

和
田
壽
弘
名
古

　

公
益
財
団
法
人
中
村
元
東
方
研
究
所

の
顕
彰
事
業
の
一
環
と
し
て
、
第
32
回

中
村
元
東
方
学
術
賞
及
び
、
若
手
研
究

者
に
贈
ら
れ
る
第

８
回
中
村
元
東
方

学
術
奨
励
賞
の
授

賞
式
が
、
イ
ン
ド

大
使
館
オ
ー
デ
ィ

ト
リ
ア
ム
に
て
、

２
年
ぶ
り
に
対
面
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

な
お
、
２
０
２
２
年
は
日
印
国
交
樹

立
70
周
年
・
イ
ン
ド
独
立
75
周
年
の
記

念
す
べ
き
年
で
あ
り
、
祝
意
を
表
し
て

本
式
典
を
こ
れ
ら
の
記
念
行
事
と
の
協

賛
と
し
て
お
り
ま
す
。

行事 

イベント

報告
 

令
和
４
年
10
月
７
日
（
金
）
開
催

中
村
元
東
方
学
術
賞
・

中
村
元
東
方
学
術
奨
励
賞

授
賞
式

於
イ
ン
ド
大
使
館

新　　刊　　案　　内　

田中公明著『インド密教史』
文献資料に加え、最新の考古学的知見を取り入れ、インド密教の原初形態が現れてから、『大
日経』『金剛頂経』の成立を経て、チベット・ネパール密教の源流であるインド後期密教に
至るまで、その歴史的展開を一冊でたどれる格好の概説書。

単行本：300 頁　　　　　　　　　   ISBN-13： 978-4-393-13458-0
出版社：春秋社　　　　　　　　   　言語：日本語　　　
発売日：2022 年 10 月 28 日　　　   定価：3,300 円（税込）

　

第
32
回
中
村
元
東
方
学
術
賞
は
大
阪

観
光
大
学
教
授
の
佐
久
間
留
理
子
氏
が

受
賞
し
ま
し
た
。
佐
久
間
氏
は
、
観
音

菩
薩
を
中
心

に
イ
ン
ド
密

教
文
化
史
の

研
究
に
多
大

な
貢
献
を
し

た
こ
と
が
授

賞
の
理
由
で

す
が
、
同
氏
は
、
ご
自
身
の
専
門
領
域

を
「
仏
教
文
化
史
」
と
記
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
同
氏
が
積
み
重
ね

て
き
た
論
文
も
、
そ
の
対
象
地
域
は
イ

ン
ド
、
ネ
パ
ー
ル
、
チ
ベ
ッ
ト
と
幅
広

く
、
内
容
も
大
乗
仏
教
、
密
教
、
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
な
ど
の
広
範
囲
に
亘
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
中
村
元
博
士
が
仏

教
・
イ
ン
ド
哲
学
を
思
想
的
に
も
地
理

的
に
も
世
界
的
な
視
野
に
お
い
て
捉
え

ら
れ
た
こ
と
と
よ
く
相
応
す
る
と
い
う

点
も
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
吉
田
宏
晢
大
正
大
学
名
誉
教

授
が
、
中
村
元
東
方
学
術
特
別
顕
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。
吉
田
宏
晢
博
士
の

研
究
は
、

蔵
訳『
大

日
経
』

と
漢
訳 佐久間留理子博士

吉田宏晢博士

H.E. Sanjay Kumar 
Verma 駐日インド大使

藤井教公理事長
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屋
大
学
名
誉
教
授
な
ら
び
に
藤
田
隆
乗

大
本
山
川
崎
大
師
平
間
寺
貫
首
か
ら
祝

辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、若
手
研
究
者
を
対
象
と
し
た
、

第
８
回
中
村
元
東
方
学
術
奨
励
賞
を
受

賞
し
た
、
西
田
彰
一
氏
（
国
際
日
本

文
化
研
究
セ
ン

タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
研
究
員
）

の
『
躍
動
す
る

「
国
体
」 

筧
克
彦

の
思
想
と
活
動
』
は
「
筧
克
彦
と
い
う

思
想
家
の
生
涯
と
思
想
と
行
動
の
全
貌

を
は
じ
め
て
総
合
的
・
本
格
的
に
調
査

検
討
し
た
労
作
で
あ
り
、
間
違
い
な
く

今
後
の
筧
に
関
す

る
基
礎
文
献
に
な

る
重
要
な
成
果
」

と
し
て
将
来
性
を

期
待
さ
れ
て
の
授

賞
で
す
。

　

授
賞
式
に
は
、

１
０
１
名
の
出
席

者
が
あ
り
、
各
々

の
受
賞
者
を
讃
え

ま
し
た
。
な
お
、

例
年
イ
ン
ド
大
使

館
で
開
催
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
祝
賀

【
今
後
の
行
事
】

★
法
恩
寺
佛
教
文
化
講
演
会

　

高
松
市
の
法
恩
寺
と
共
催
の
、
芸

術
や
仏
教
文
化
に
関
す
る
講
演
会
で

す
。
申
込
者
は
ど
な
た
で
も
ご
参
加

い
た
だ
け
ま
す
。

［
開
催
時
期
］
令
和
５
年
５
月
中
旬

［
会
場
］
法
恩
寺
（
香
川
県
高
松
市

鹿
角
町
）

［
講
師
］
未
定

※
詳
細
は
決
ま
り
次
第
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

★
神
儒
仏
合
同
講
演
会

　

神
田
神
社
、
湯
島
聖
堂
と
共
催
の

講
演
会
で
、
申
込
者
は
ど
な
た
で
も

ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

［
開
催
時
期
］
令
和
５
年
７
月
下
旬

［
会
場
］
神
田
神
社
祭
務
所
ホ
ー
ル

［
講
師
］
未
定

※
詳
細
は
決
ま
り
次
第
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

★
東
方
学
院
・
酬
仏
恩
講
講
演
会
合

同
講
演
会

　

奈
良
・
薬
師
寺
と
東
方
学
院
共
催

の
講
演
会
で
、
申
込
者
は
ど
な
た
で

も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

［
開
催
時
期
］
令
和
５
年
11
月
下
旬

［
会
場
］
奈
良
薬
師
寺　

ま
ほ
ろ
ば

会
館

［
講
師
］
未
定

※
詳
細
は
決
ま
り
次
第
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

新　　刊　　案　　内　
グレゴリー・ショーペン著・渡辺章悟監修・訳

『インド大乗仏教の虚像と断片』
この四半世紀でもっとも影響力のある仏教学者と評されるグレゴリー・ショーペン。彼の
手にかかると、経典の何気ない一節が、ありふれた寄進碑銘が、ほとんど注目されない仏
典が、新たな相貌を見せ始め、インド仏教の生きた世界を語りだす。 【虚像】では、初・中
期大乗の一般的な展開を検討する（第 1 章から第 6 章）  【断片】では、碑銘・考古学・美術
の史料を検討して、インド仏教の生きた世界の一端を紡ぎだす。（第 7 章から第 14 章）

単行本：460 頁　　　　　　　　　　   ISBN-13： 978-4-336-07338-9
出版社：国書刊行会　  　　　　　 　　言語：日本語
発売日：2022 年 12 月 16 日　　　　   定価：本体 13,200 円（税込）

２
０
２
３
年
度
東
方
学
院
の

受
講
申
し
込
み
を
受
付
中 

　

４
月
か
ら
開
講
す
る
東
方
学
院
の

受
講
申
し
込
み
を
現
在
受
付
中
で

す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
科
目
も
増
強
し
て

お
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
希
望
の
方

は
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
東
方
学
院
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w

.toho-
gakuin.org

）
で
も
詳
細
を
ご
案
内

い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
参
照

い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

西田彰一氏

会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
た
め
、
中
止
と
な
り
ま
し
た
。



　当研究所の活動にご賛同下さる皆様へお願い
公益財団法人中村元東方研究所は、創立者中村元の理想を実現するため活動する非営利の文化事業財団であり、
その運営はご理解ご協力いただける皆様からのご寄付により成り立っています。当研究所では各種会員を設定し
て、活動趣旨にご賛同いただける皆さまの積極的なご支援をお願いしております。 

(1) 一般寄付　
一般寄付は会費と異なり、金額や期限等を設定せずに、随時受け付けさせていただいております。
お寄せいただいた寄付金は、当法人が 取り組んでいるさまざまな活動に広く活用させていただきます。

(2) 継続ご支援（維持会員・賛助会員）
当法人の活動に賛同し、継続的に支援してくださる会員も随時募集しています。
・維持会費：一口　年　50,000 円
・賛助会費：一口　年　10,000 円
※上記いずれかをお選びいただき、出来れば複数口でご支援賜れば幸いです。

(3) 普通会員：年会費　7,000 円
普通会員にも、維持・賛助両会員と同じく、定期刊行物『東方』の他、催し物、会合等のご案内をお送りいたしますが、
年会費に税の優遇措置は適用されません。

【所得税の免税について】

当法人は内閣府の認定を受けた「公益財団法人」であり、さらに、令和 2 年 3 月 27 日に「税額控除」対象法人の要件

を満たす証明書を内閣府より受けましたので、上記（１）（２）の一般ご寄付及び維持会賛助会の会費は、税制上の優遇

措置を受けられます。①「所得控除」②「税額控除」のいずれか減税効果の高い方を選択できます。

多くの場合、「税額控除」を選択されると所得税額が少なくなり有利となります。一方、所得税率の高い方は、「所得控除」

を選ばれると還付額が大きくなる場合もあります。確定申告の際には最寄りの税務署にご相談ください。

事 務 局 通 信

　　東方だより　令和 4 年度 後期号　（通号第 41 号）             令和 5 年 2 月 14 日発行
　　　　　【編集 / 発行】公益財団法人中村元東方研究所　本部事務局　　　　　　編集責任者：釈悟震
　　　　　〒 101-0021　東京都千代田区外神田 2-17-2 延寿お茶の水ビル 4 階　  TEL : 03-3251-4081　FAX : 03-3251-4082

公式ホームページのご案内
　東方研究所及び東方学院の公式ホームページでは、さまざまな情報が随時更新されております。是非ご覧下さい。

　　　ホームページ URL : http://www.toho.or.jp

▶当研究所の目的・理念・あゆみ
▶中村元博士の略歴・著作文献目録
▶東方学院（開講科目、講師紹介、著書紹介）
▶専任研究員紹介、書籍案内
▶公開講座、イベントのお知らせや開催レポートなど　

中村元東方研究所 検索

【編集部より】　東方だよりは、読者の皆様からのご意見・ご要望をいただき、よりよい誌面にしていく所
存です。また、ご寄稿もお待ち申し上げております。尚、ご連絡は手紙、メール等（宛名面に「東方だよ
り編集部宛」とご記入願います）にて承っております。

東方学院専用ホームページ URL : 
https://www.toho-gakuin.org

（スマートフォン対応）

東方学院 検索

▶東方学院の開講科目や講師の紹介、開講日などをご案内して
おります。
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